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デスティネーションボリュームをアクティブ化

データが破損した場合や誤って削除した場合、あるいはオフライン状態の場合など、デ
ータをソースボリュームから提供できないときは、ソースボリュームのデータをリカバ
リするまでの間、デスティネーションボリュームをアクティブ化してデータアクセスを
提供する必要があります。アクティブ化には、以降の SnapMirror データ転送の中止と、
SnapMirror 関係の解除が伴います。

ソースボリュームのステータスを確認

ソースボリュームを使用できないときは、ソースボリュームがオフラインになっている
ことを確認し、データアクセスのためにアクティブ化する必要があるデスティネーショ
ンボリュームを確認する必要があります。

このタスクについて

このタスクは * source * cluster で実行する必要があります。

手順

1. [* Volumes （ボリューム） ] ウィンドウに移動します。

2. ソースボリュームを選択し、ソースボリュームがオフラインになっていることを確認します。

3. SnapMirror 関係のデスティネーションボリュームを特定します。

◦ ONTAP 9.3 以降：ソースボリュームをダブルクリックして詳細を表示し、 * protection * をクリックし
て、 SnapMirror 関係のデスティネーションボリュームと、ボリュームが含まれている SVM の名前を
特定します。

◦ ONTAP 9.2 以前： Volumes （ボリューム）ページの下部にある * Data Protection * （データ保護 * ）
タブをクリックして、 SnapMirror 関係のデスティネーションボリュームと、ボリュームが含まれてい
る SVM の名前を確認します。
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SnapMirror 関係を解除

デスティネーションボリュームをアクティブ化するには、 SnapMirror 関係を休止して解
除する必要があります。休止した時点で、以降の SnapMirror データ転送は無効になりま
す。

作業を開始する前に

デスティネーションボリュームをデスティネーション SVM ネームスペースにマウントしておく必要がありま
す。

このタスクについて

このタスクは、 * デスティネーション * クラスタから実行する必要があります。

手順

1. 実行している System Manager のバージョンに応じて、次のいずれかの手順を実行します。

◦ ONTAP 9.4 以前： ［ * 保護 * ］ > ［ * 関係 * ］ をクリックします。

◦ ONTAP 9.5 以降： * Protection * > * Volume Relationships * をクリックします。

2. ソースボリュームとデスティネーションボリュームの間の SnapMirror 関係を選択します。

3. [* 操作 *>] [ * 休止 ] をクリックして、以降のデータ転送を無効にします。

4. 確認のチェックボックスをオンにし、 * 休止 * をクリックします。

休止処理には時間がかかることがあります。転送ステータスが「 Quiesced 」と表示されるまで、
SnapMirror 関係に対してその他の操作を実行しないでください。

5. [ 操作（ Operations ） ] > [ * 分割（ * Break ） ] をクリックする。

6. 確認のチェックボックスをオンにし、 * ブレーク * をクリックします。

SnapMirror 関係の状態は「切断」です。
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デスティネーションボリュームのステータスを確認

SnapMirror 関係を解除したら、デスティネーションボリュームに読み取り / 書き込みア
クセスが設定されていること、およびデスティネーションボリュームの設定がソースボ
リュームと同じであることを確認する必要があります。

このタスクについて

このタスクは、 * デスティネーション * クラスタから実行する必要があります。

手順

1. [* Volumes （ボリューム） ] ウィンドウに移動します。

2. * Volumes * リストからデスティネーション・ボリュームを選択し、デスティネーション・ボリュームの
タイプが RW であることを確認します。これは、読み取り / 書き込みアクセスを示します。

3. デスティネーションボリュームのシンプロビジョニング、重複排除、圧縮、自動拡張などの設定がソース
ボリュームと同じになっていることを確認します。

SnapMirror 関係の作成後にメモしたボリューム設定情報を使用して、デスティネーションボリュームの設
定を確認することができます。

4. ボリュームの設定が一致しない場合は、必要に応じてデスティネーションボリュームの設定を変更しま
す。

a. [ 編集（ Edit ） ] をクリックします。

b. 必要に応じて、環境の一般設定、 Storage Efficiency 設定、および高度な設定を変更します。

c. [ 保存して閉じる ] をクリックします。
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d. ボリューム * リストの列が適切な値に更新されていることを確認します。

5. デスティネーションボリュームの Snapshot コピーの作成を有効にします。

a. ONTAP のバージョンに応じて、次のいずれかの方法で「 * ボリューム Snapshot コピーの設定 * 」ペ
ージに移動します。

ONTAP 9.3 以降：デスティネーションボリュームを選択し、 * Actions * > * Manage Snapshots * > *

Configure * をクリックします。

ONTAP 9.2 以前：デスティネーションボリュームを選択し、 * Snapshot コピー * > * 設定 * をクリッ
クします。

b. Enable scheduled Snapshot Copies （スケジュールされた Snapshot コピーを有効にする）チェック
ボックスをオンにし、 * OK * をクリックします。
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